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Global Navigation Satellite System(GNSS)による測位技術はスマートフォンやカーナビゲーショ

ンで利用され、すでに民生用として身近なものになった。高精度な時刻同期システムはそのよう

な測位技術を実現するための根幹である。時刻同期システムのさらなる高精度化はもちろんのこ

と、システム構築の低コスト化、低消費電力化、小型化等を課題として捉え、現在、世界中で熾

烈な開発競争が繰り広げられている[1]。原子時計は GNSS衛星に搭載され、その時刻、及び周波

数情報を無線通信により地上局へ配信可能なため、利用者の時刻を同期するための必須アイテム

である。2001年頃よりチップスケール原子時計(Chip Scale Atomic Clock: CSAC)と称した超小型原

子時計の米国家プロジェクトが進行した[2]。その成果は、従来の大きさ、周波数安定度と同程度

の仕様を満たすために数 Wを要した消費電力を 100 mWクラスにまで押下げる原動力となり、民

間会社により製品化された。近年では、CSAC は海底資源探査、海底地震計などの無線用の電波

受信困難地域における時刻同期の道具として活用され、新たな市場を開拓している。最近は、CSAC

アーキテクチャを利用した小型原子時計の更なる高安定化[3]、低消費電力化[4]、小型化[5]の研究

も進展している。その結果、市場展開の拡大が予測され、小型原子時計が身近な部品として普及

する社会が到来すると考えられる。 

一般的に、小型原子時計はそれを組込む装置の時刻情報を正確に維持するための基準発振器と

しての役割を担う。そのため、実装前にその初期周波数を設定し、周波数安定度を保証するデー

タを取得する必要がある。我々は、上記目的を果たすために、多数の小型原子時計を効率的に評

価可能な多重位相計の開発を行っている[6]。多重位相計では、複数の A-D変換器によりデジタル

化された小型原子時計の周期信号に離散フーリエ変換(Discrete Fourier Transform: DFT)を適用す

る。本研究では DFT における打切り誤差に関する考察を行う。 
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